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1. はじめに 
 フィンランド語1の E 不定詞内格形は、基本的には時を表す構文を形成し、不定詞独自の
主語を持つことができる。しかしながら、E 不定詞内格形の主語は必須ではなく、主語が現
れない場合もある。本稿は、無主語2の E 不定詞内格形を含む構文を分析・考察した。デー
タは、書き言葉コーパスから収集したものを用いる。分析の結果、無主語の E 不定詞内格
形は以下のような場合に見られることがわかった。 
 
 E 不定詞内格形あるいは上位節の動詞が受動形である場合 
 E 不定詞内格形の上位節が主語を明示しない構文である場合 
 E 不定詞内格形の上位節の主語が無生物である場合 
 
2. 先行研究 
 以下で、本稿に関わる先行研究を概観する。2.1. では E不定詞内格形の用法、2.2. では E
不定詞内格形の主語標示について、2.3. では無主語の E 不定詞内格形について述べる。 
 
2.1. E不定詞内格形の用法 
 フィンランド語には、10 形式の不定詞が存在する。不定詞標識は 3 種類あり、それぞれ
に格語尾などが付属する。以下に、フィンランド語の不定詞を一覧表に示す。 
 
 
 
 
 
                                                   
1
 フィンランド語はウラル語族、フィン・ウゴル語派、バルト・フィン諸語に属する言語で、基本語順は
SVOである。母音調和や子音階程交替といった現象があり、膠着語に分類される。例文の表記は正書法に
依拠する。母音調和により接辞等に異形態が存在する場合、aまたは äならば A、oまたは öならば O、u
または yならば Uと表記する。本稿でいうフィンランド語とは、いわゆる共通語を指すものとし、特に断
りがない限り方言は扱わない。なお、欧文の先行研究の訳は筆者による。例文の形態素分析、グロス、訳
も全て筆者による。 
2
 本稿で言う「無主語」とは、「主語が何らかの理由によって省略されている、または標示が不可能であ
る」という意味である。本来ならば「無主語」という用語は議論の余地を残すが、本稿では便宜上この用
語を用いる。 
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表 1: フィンランド語の不定詞（puhua「話す」を例に） 
 
 E不定詞には内格形と具格形の 2形式がある。Hakulinen et al. (2004)（以下タイトルの頭
文字を取って ISKとする）は、E不定詞を副詞的要素と位置づけている。 
 E 不定詞内格形は、動詞語幹に不定詞標識の -e-3 および内格語尾の -ssA- が後続するこ
とによって形成される。格語尾の後ろには所有接辞が付くこともある。E 不定詞内格形は時
を表す時相構文を形成する（ISK: 493）。例文中の太字と下線は E 不定詞内格形を示す。 
 
(1) Perhee-n  muutta-e-ssa  tänne ol-i-n   5 – vuotias. 
 family-GEN move-EINF-INE here be-PST-1SG 5 age 
   「家族でここに引っ越した時、私は 5歳だった。」 
（ISK: 493） 
 
 Penttilä (1957: 496) には、疑問詞と定形動詞 olla「ある、いる」が共起した例が複数示さ
れている。以下の (2) においては、ollaは 3人称単数現在形の onという形式で現れている。
このような使用は慣用的な表現であると考えられる。 
 
(2) Mikä on   voi-de-ssa-ni! 
 what be:3SG  can-EINF-INE-POSS.1SG 
   「私が（それを）できるなんて！」 
（Penttilä 1957: 496） 
 
 E不定詞内格形は受動の変化形を持つ（ISK: 493）。E不定詞内格形には -(t)tA- という接
辞が付く受動形がある（ISK: 540）。不定詞の中で、形態的に能動と受動の対立があるのは E
                                                   
3
 不定詞標識は、動詞のタイプによって異形態が存在するので、必ずしも -e- ではない。 
不定詞の形式 具体例 基本的な意味 
A 不定詞基本形 puhua 「話す（こと）」 
A 不定詞変格形 puhuakseen 「話すために」 
E 不定詞内格形 puhuessa 「話す時」 
E 不定詞具格形 puhuen 「話しながら」 
MA不定詞内格形 puhumassa 「話している」 
MA不定詞出格形 puhumasta 「話す（ことを止める etc.）」 
MA不定詞入格形 puhumaan 「話す（ことに対して etc.）」 
MA不定詞接格形 puhumalla 「話すことで」 
MA不定詞欠格形 puhumatta 「話さずに」 
MA不定詞具格形 puhuman 「話すはずだ」 
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不定詞内格形と MA 不定詞具格形の 2 形式のみである4。受動形の場合、E 不定詞内格形が
表す行為の動作主は明示されることがなく、非人称という扱いである。 
 
(3) Suomi  ol-i    1990 – luvu-lle  tul-ta-e-ssa   hätätila-ssa. 
 Finland be-PST.3SG  1990 decade-ALL come-PASS-EINF-INE emergency-INE 
   「フィンランドは 1990 年代に入った時に緊急事態となった。」 
（ISK: 540） 
 
(4) (...) virka-järjestely-i-stä   ei   ole  pääs-ty     yksimielisyyte-en 
  official-organization-PL-ELA NEG.V.3SG be  reach-PASS.PST.PTCP conciliation-ILL 
  säästö-linja-a  etsi-ttä-e-ssä. 
  saving-line-PAR seek-PASS-EINF-INE 
   「(...)（予算）節約の路線が目指された時、公的な組織については、意見の一致に辿り着
かなかった。」 
（ISK: 540） 
 
 E不定詞内格形の主な用法は、時相構文としての使用である。時相構文とは、副詞的要素
として機能する不定表現句で、その主要部は E不定詞内格形もしくは TUAという不定表現
（筆者注：TUA は受動過去分詞の分格形）である（ISK: 536）。前者は上位節の表す事象と
ほぼ同時に起こる事象を、後者は上位節の表す事象より前に起こる事象を表すという点で
異なる。TUAの議論は、本稿とは直接関わりがないので、割愛する。 
 時相構文は副詞的要素として機能し、別の事象が起こる時間に対して上位節が表す事象
があることを示す。この構文は、kun「～の時」を用いた文と同じような機能を持つ。時相
構文の E 不定詞内格形は、上位節が表す事象と少なくとも一部は同時に起こる事象を表す
（ISK: 536）。(5) の場合、不定詞句が表す「年金生活を送る」という事象は、上位節が表す
「様々なことが心に浮かぶ」という事象とほぼ同時に起こっているものと解釈できる。 
 
 (5) Eläkkee-lle jää-de-ssä   tule-e   miele-en kaikenlais-ta. 
  pension-ALL remain-EINF-INE come-3SG  mind-ILL various-PAR 
   「年金生活を送っていると、様々なことを考えるものだ。」 
（ISK: 536） 
 
 時相構文と上位節の関係は (6) のような「～の一方…」という対照的な意味、あるいは、
因果関係として解釈されることもある。規則や仮説的状況について話す場合、E 不定詞内格
形の構造は条件を表すという解釈がなされる。(7) に見る tarvita「必要とする」や haluta「望
                                                   
4
 MA不定詞具格形は現代語において頻度が非常に低く、しかもほとんどが受動形として現れる。このこ
とを考えると、MA不定詞具格形は慣用表現として化石化していると見ることができ、E 不定詞内格形の
受動形とは別レベルで考えるべきである。 
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む」のような動詞には、このような解釈がなされるのが典型的である。同様の解釈が、kun
節においても典型的になされる（ISK: 537）。 
 
(6) Euroopa-n  Japani,  jossa  talous  kulk-i   eteenpäin täy-ttä 
 Europe-GEN Japan  REL.INE economy go-PST.3SG forward full-PAR 
 laukka-a   mu-ide-n  Euroopa-n  teollisuus-valtio-ide-n  kompuroi-de-ssa 
 gallop-PAR  other-PL-GEN Europe-GEN industrial-state-PL-GEN stagger-EINF-INE 
 jokaise-lla  vesi-estee-llä; 
 each-ADE  water-obstacle-ADE 
   「他のヨーロッパの経済大国がそれぞれの障害によってぐらついていた一方、ヨーロッ
パにおける日本は経済を急発展させた。」 
（ISK: 538） 
 
(7) Tarke-mp-i-a    säännöks-i-ä   tämä-n  lai-n  täytäntöönpano-sta 
 precise-COMP-PL-PAR  regulation-PL-PAR  this-GEN law-GEN enforcement-ELA 
 anne-ta-an   tarvi-tta-e-ssa  asetukse-lla. 
 give-PASS-3SG  need-PASS-EINF-INE statute-ADE 
   「詳細な規定は必要があれば、この法令によって与えられる。」 
（ISK: 538） 
 
2.2. E不定詞内格形の主語標示 
 「1. はじめに」で述べたように、E 不定詞内格形は独自の主語を持つことができる。こ
の主語は、時相構文における動作主と解釈できるものである。「主語」と「動作主」という
用語を同義で用いるには、本来ならば綿密な議論が必要である。しかしながら本稿では便
宜上、「E 不定詞内格形が形成する時相構文の動作主」を「E 不定詞内格形の主語」と呼ぶ
こととする。 
 E不定詞内格形の主語は、属格名詞や所有接尾辞で表される。E不定詞内格形の主語の標
示形式は、以下の通りである。③の Double-Marking の主語が「属格人称代名詞」となって
いるのは、人称代名詞以外の名詞類は①の Dependent-Markingしか取ることができず、③の
Double-Marking を取ることができないからである。他方、人称代名詞は①の
Dependent-Markingを取ることができない。 
 
①Dependent-Marking：属格名詞＋不定詞-φ 
②Head-Marking：不定詞-所有接尾辞 
③Double-Marking：属格人称代名詞＋不定詞-所有接尾辞 
④無主語：主語標示なし 
 
 E不定詞内格形の主語は、上位節主語との一致・不一致によって標示形式が異なる。以下
フィンランド語における無主語の E 不定詞内格形 
- 71 - 
 
に、ISK、Penttilä (1957) などの先行研究、および坂田 (2010)（筆者の博士論文）による分
析結果を簡潔にまとめる。表中の「人称」は、E不定詞内格形の主語の人称を意味する。 
 
表 2: E不定詞内格形の主語標示の規則 
標示形式 上位節主語との一致性 
1・2人称 3人称 
Dependent-Marking ― 不一致 
Head-Marking 一致も不一致もありえる 一致 
Double-Marking 一致も不一致もありえる 不一致 
無主語 一致も不一致もありえる（人称は無関係） 
 
 以下に、Dependent-Marking、Head-Marking、Double-Markingの例をそれぞれあげる。 
 
［Dependent-Marking］ 
(8) (...) tavaro-ide-n  säilytykse-stä  Suome-ssa  ol-isi    lako-n 
  goods-PL-GEN  safekeeping-ELA Finland-INE be-COND.3SG  strike-GEN  
 jatku-e-ssa   pide-mpä-än  tul-lut    pulma,  mutta nyt 
 continue-EINF-INE  long-COMP-ILL come-PST.PTCP difficulty but  now 
 varasto-tila-t  riittä-vät; (...) 
 stock-space-PL suffice-3PL 
   「(...)ストライキがもっと長く続いたならば、フィンランドにおける物資の在庫は厳しい
状態になっていただろうが、今は在庫が満たされている。」 
（Lindén 1971: 29） 
 
［Head-Marking］ 
(9) Saa-de-ssa-nne   käte-e-nne    tämä-n  Kauppalehde-n toisen 
 get-EINF-INE-POSS.2PL hand-ILL-POSS.2PL this-GEN Kauppalehti-GEN another:GEN 
 EY – lehde-n  on   osa  lehde-n  teksti-stä valitettavasti jo 
 EY  paper-GEN  be:3SG  part paper-GEN  text-ELA unfortunately already 
 vanhentu-nut-ta. 
 become.old-PST.PTCP-PAR 
   「あなたたちが Kauppalehti紙のもう一つの EY紙を手にした時、あいにく雑誌のテキス
トの一部は既に古くなっていた。」 
（ISK: 538） 
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［Double-Marking］ 
 (10) Minu-n ol-le-ssa-ni    poik-ie-n  ikäinen me  pid-i-mme 
  1SG-GEN be-EINF-INE-POSS.1SG boy-PL-GEN aged  1PL hold-PST-1PL 
  juhl-i-a,  joissa   lue-tt-i-in    Sarkia-a  ja 
  party-PL-PAR  REL.PL.INE  read-PASS-PST-3SG Sarkia-PAR  and 
  haltioidu-tt-i-in    häne-stä. 
  carry.away-PASS-PST-3SG  3SG-ELA 
   「私が少年の頃、私たちはパーティーを開き、そこで Sarkiaの詩を読んだり、彼につい
て盛り上がったものだ。」 
（ISK: 538） 
 
2.3. 無主語の E不定詞内格形 
 E 不定詞内格形が無主語で現れる条件としては、不定詞自体が受動形であることの他に、
上位節が受動態であるという条件も考えられる。フィンランド語の受動形は非人称である
ことから、不定詞の主語も標示されにくい。この場合、「不定詞句の動作主および上位節の
暗示する主語は必ずしも同じであるとは解釈されない」（ISK: 539）。 
 
(11) Uutisen  lopu-ssa sano-ta-an,  että voitto-j-a  haki-e-ssa 
  news:GEN  end-INE say-PASS-3SG that prize-PL-PAR seek-EINF-INE 
  vaadi-ta-an   aina  henkilöllisyyde-n  todistamis-ta 
  demand-PASS-3SG  always  identity-GEN   certification-PAR 
  väärin-käytös-te-n   estämise-ksi. 
  fault-behaviour-PL-GEN inhibition-TRA 
   「賞金を取る際には、手違いのないように、常に本人確認が要求されると、ニュースの
終わりで言われている。」 
（ISK: 539） 
 
(12) Virkailija  kehott-i    minu-a  tule-ma-an   iltapäivä-llä 
  officer   recommend-PST.3SG 1SG-PAR come-MAINF-ILL afternoon-ADE 
  uudestaan.  Odotta-e-ssa  ei    tili-ä   voi-da  ava-ta. 
  again   wait-EINF-INE  NEG.V.3SG  account-PAR can-PASS open-AINF 
   「職員は私に、午後にまた来るよう勧めた。待っていても口座は開設できない。」 
（ISK: 539） 
 
 上位節が能動態の場合でも、E 不定詞内格形は無主語になりえる。その場合、上位節には
自動詞や無生物を表す主語が現れることが多い（ISK: 539）。 
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(13) Kroppa rentoutu-u  tanssi-e-ssa. 
  body  relax-3SG  dance-EINF-INE 
   「踊っている時、体はリラックスする。」 
（ISK: 539） 
 
 このように、E不定詞内格形が無主語であるのは、不定詞自体あるいは上位節の動詞が受
動形である場合が多い。しかしながら、上位節が能動態の場合でも E 不定詞内格形が無主
語で現れることもある。このような場合、「上位節の主語と不定詞の意味上の主語が一致す
ることが文脈により自明である場合、不定詞が無主語で現れる」という推測ができる。た
だし、(13) の例を見ると、「踊っている時」を意味する E不定詞内格形 tanssiessaの主語は、
上位節の主語である kroppa「体」ではなく、「踊っている人物」であると解釈でき、不定詞
の主語と上位節の主語が一致しないことになる。本稿では、E不定詞内格形が無主語である
場合、特に上位節の主語と不定詞の意味上の主語が一致しないと考えられる場合に注目し
つつ考察を行う。 
 
3. 研究方法 
 本研究で用いたのは、書き言葉コーパスのデータである。コーパスは、フィンランド内
国語センター（Kotimaisten kielten tutkimuskeskus：略称は Kotus）が主に作成し、インターネ
ット上に公開している Kielipankki に収録されているものである。Kielipankki における個々
のコーパスは、使用許可を取り、WWW のインターフェースで検索する仕組みになってい
る。 
 Kielipankkiは、新聞、日刊紙、週刊誌（地方紙を含む）などの記事、および文学テクスト
を含むコーパスのデポジトリであり、総語数は約 1億 8,500万語である。この中には、フィ
ンランド語だけでなく、スウェーデン語のテクストも含まれている。フィンランド語のテ
クストは 131,406,087 語、スウェーデン語のテクストは 53,473,670 語である（2014 年 9 月
25 日現在）。 
 新聞記事類のコーパス作成は Kotusによるものである。大部分のフィンランド語テクスト
には、品詞や形態に関する情報が付加されているため、特定の語形を持つ語や、特定の品
詞に属する語の検索に際しては、「WWW-Lemmie 2.0」というウェブインターフェースを持
つ検索プログラムを利用することができる。 
 本研究では、Aamulehti が 1995 年に掲載した記事（コーパス名は aamu1995）を用いた。
Aamulehti は、フィンランドのタンペレ市で発行されている新聞で、aamu1995 の総語数は
3,838,400語である。この aamu1995から、タグ検索により、E 不定詞内格形の用例を収集し
た。用例の出典は（aamu1995/123456）のように表記する。スラッシュの右側の数字は、当
該用例を含む記事の識別番号を意味する。 
 本稿では、E 不定詞内格形の主語および不定詞の上位節の主語が何であるかを分析した。
主語の定義はたやすくできるものではないが、本稿では以下のように主語を認定した。 
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 E 不定詞内格形の主語：主語標示があれば、先行研究にしたがって主語を認定する。無
主語の場合は、不定詞が表す事象が上位節の主語によるものかどうかを文脈から判断す
る。 
 E 不定詞内格形の上位節の主語：「主格で現れ、かつ意味的に動作主や事柄の中心となり
える人物・事物」を主語であると認定する。 
 
 ただし、数詞に後続する名詞は、意味上の主語であっても主格ではなく、分格で現れる
（例：kolme poikaa「3人の少年（分格）」＜ poika「少年（主格）」）。本稿では、このような
語も、不定詞の上位節の主語であると認定する。 
 
4. 分析と考察 
 aamu1995 より得られた E 不定詞内格形の用例は 3629 例で、不定詞の主語が何らかの方
法で標示されていた例は 2754例（75.9%）であった。残る 875例（24.1%）が無主語の例で
あり、E不定詞内格形は主語が標示される場合が圧倒的に多い。 
 
 無主語の E 不定詞内格形は、570 例（65.1%）が受動形、残る 305 例（34.9%）が能動形
で現れていた。受動形は非人称とみなされ、主語を明示できない形式であるので、当該不
定詞は無主語である。 
 
(14) Mies ei    teh-nyt    pidäte-ttä-e-ssä  vastarinta-a. 
  man NEG.V.3SG  make-PST.PTCP arrest-PASS-EINF-INE resistance-PAR 
   「男は逮捕された時、抵抗しなかった。」 
（aamu1995/417534） 
 
(15) Tietokonee-t maksa-vat  paljon sekä hanki-tta-e-ssa  että käyte-ttä-e-ssä. 
  computer-PL cost-3PL  much both get-PASS-EINF-INE  that use-PASS-EINF-INE 
   「コンピュータは入手する時も使う時も、とてもお金がかかる。」 
（aamu1995/415195） 
 
 そして以下は、能動形の E不定詞内格形が無主語で現れた例である。 
 
(16) Juttel-i-mme kahvi-a  juo-de-ssa (...) 
  chat-PST-1PL coffee-PAR  drink-EINF-INE 
   「私たちはコーヒーを飲んでいる時話をした。」 
（aamu1995/411468） 
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(17) Ravintola-an tai disko-i-hin  lähti-e-ssä   Mervi  pukeutu-u  naisellisesti. 
  restaurant-ILL or disco-PL-ILL leave-EINF-INE Mervi  dress-3SG  femininely 
   「レストランやディスコに出かける時、Merviは女性らしく着飾る。」 
（aamu1995/416538） 
 
 以下より、E 不定詞内格形が無主語かつ能動形である 305例について詳しく考察する。こ
れらの例については、不定詞の上位節の主語を調査した。 
 E 不定詞内格形が無主語かつ能動形である 305 例のうち、219 例（71.8%）は不定詞の上
位節が受動形を含む、あるいは義務を表す構文であるなど、上位節に主語がない例であっ
た。 
 
(18) Eikä  uutisi-a katso-e-ssa  enää  naura-ta. 
  and.not news-PAR watch-EINF-INE anymore laugh-PASS 
   「そして、ニュースを見てももう笑えない。」 
（aamu1995/410950） 
 
 (18) は、E 不定詞内格形の上位節の動詞が受動形で現れている。受動形は主語を明示で
きないので、上位節の主語は当然明示されていない。 
 
(19) Nyt-kin häne-llä ol-i    oikea käsi taikina-ssa  niin, että 
  now-PC 3SG-ADE be-PST.3SG  right hand paste-INE  so  that 
  pit-i   tervehti-e-ssä  purista-a  vasen-ta. 
  must-PST.3SG greet-EINF-INE clasp-AINF  left-PAR 
   「今まさに、彼は右手を生地の中に入れていたので、挨拶する時は左手を握りしめなけ
ればならなかった。」 
（aamu1995/409270） 
 
 (19) は、E 不定詞内格形の上位節が義務を表す動詞 piti（＜ pitää「～しなければならな
い」）を含む。このように義務を表す動詞が含まれる構文は義務構文と呼ばれ、主格主語が
現れない構文として既に多くの先行研究が存在する5。 
 
 
 
 
 
                                                   
5
 minun pitää lähteä「私は行かなければならない」（minunは 1人称単数代名詞の属格形）のように、意味上
の動作主が属格で現れる構文はフィンランド語に複数ある。aamu1995 からもこのような例が得られたが、
義務構文における「属格主語」は主格主語と性質が異なるため、本稿で言う主語とは認定しない。 
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(20) Teos-ta katsell-e-ssa todella  tunte-e  siirty-vä-nsä    toise-en 
  work-PAR see-EINF-INE really  feel-3SG move-PR.PTCP-POSS.3  another-ILL 
  universumi-in. 
  universe-ILL 
   「その作品を見ていると、本当に別の宇宙に行ったように感じる。」 
（aamu1995/412165） 
 
 (20) は、E 不定詞内格形の上位節に tuntee（＜ tuntea「感じる」）という知覚動詞が含ま
れている。このような知覚構文における主語は明示されないか、斜格で現れる。 
 
 以上の (18)～(20) のような例は、上位節に明確な主語がなく、主語の認定も議論の余地
を残している。したがって、本稿ではこのような場合、不定詞の上位節の主語は明示され
ていないと判断し、不定詞主語との一致性を見ることはしない。 
 
 残る 86例（28.2%）においては、E 不定詞内格形の上位節に明確な主語が見られた。先に
あげた (16)、(17) がその例である。(16) における上位節の主語は「私たち」であり、(17) に
おける上位節の主語は「Mervi」（人名）である。いずれの例も、E 不定詞内格形の意味上の
主語は上位節の主語と同一であると解釈するのが妥当であろう。2.で述べたように、上位節
の主語と E 不定詞内格形の意味上の主語が一致することが文脈により自明である場合、E
不定詞内格形が無主語で現れることがあると言える。 
 しかしながら、無主語の E 不定詞内格形（能動形）の意味上の主語と、上位節の主語が
一致すると思われる例は、86 例中 28 例（32.6%）にとどまり、残る 58 例（67.4%）におい
ては、E不定詞内格形の意味上の主語と上位節の主語は一致しないという結果になった。さ
らに、これら 58例中 55例は上位節の主語が無生物であった。 
 
(21) Peruna – vihannes-pannu on   nopea ruoka valmista-a  vaikka 
  potato  vegetable-pan  be:3SG  quick food ready-AINF though 
  tö-i-stä  koti-in  tul-le-ssa. 
  job-PL-ELA home-ILL come-EINF-INE 
   「ジャガイモと野菜のフライパン焼きは、仕事から家に帰った時でも早く準備できる
料理だ。」 
（aamu1995/415277） 
 
 (21) における E 不定詞内格形の意味上の主語は、「仕事から家に帰る人物」という解釈が
できるが、不定詞の上位節の主語は「ジャガイモと野菜のフライパン焼き」である。上位
節はコピュラ文になっている。 
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(22) Koko kesäkuu men-i   orkestere-ide-n  solisti-na  kiertä-e-ssä. 
  whole June  go-PST.3SG orchestra-PL-GEN  soloist-ESS  turn-EINF-INE 
   「オーケストラのソリストとして活動しているうちに、6月が過ぎていった。」 
（aamu1995/421331） 
 
 (22) における E 不定詞内格形の意味上の主語は、この文の発話者である人物と推測でき
る。上位節の主語は「6月」という時に関係する語で、不定詞の主語とは一致しない。この
ように、時間や季節に関係する語が上位節の主語となり、「（年月・季節などが）～するう
ちに過ぎた」という表現が 12例見られた。 
 
(23) Ruokahalu  kuitenkin kasvo-i   syö-de-ssä. 
  appetite  however grow-PST.3SG  eat-EINF-INE 
   「しかし、食欲は食べているうちに増していった。」 
（aamu1995/411181） 
 
 (23) における E 不定詞内格形の意味上の主語は、「食べる」という動詞の意味を考えると、
人物であると解釈できる。上位節の主語は「食欲」であり、不定詞の主語とは一致しない。 
 
 以上のように、E 不定詞内格形の意味上の主語と上位節の主語が一致しない 58 例中、55
例は上位節の主語が無生物であった。他方、不定詞の意味上の主語と上位節の主語が一致
する 28例は、上位節の主語が全て有生物（人物6）であった。つまり、無主語の E 不定詞内
格形が能動形の場合、上位節主語の有生性が不定詞の意味上の主語との一致・不一致を分
けるという結果が得られた。 
 E 不定詞内格形の意味上の主語と上位節の主語が一致しない 58 例中、3 例は上位節の主
語が有生物（人物）であったが、これらはいずれも E不定詞内格形が mennessä「～までに」
という慣用表現として用いられていたので、実質的には主語の一致性と無関係である。以
下にその一例をあげる。 
 
(24) Työntekijä  voi   hakeutu-a  opiskele-ma-an vielä 30.  kesäkuu-ta 
  worker   can:3SG seek-AINF  study-MAINF-ILL still 30  June-PAR 
  1996 men-ne-ssä. 
  1996 go-EINF-INE 
   「労働者は、1996年 6月 30日までに勉強する希望を出すことができる。」 
（aamu1995/415537） 
 
                                                   
6
 本研究における調査では、無主語の E不定詞内格形が能動形の場合、上位節の主語が動物である例は得
られなかった。 
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 以下に、本稿で考察した無主語の E不定詞内格形について、分析結果をまとめる。 
 
 
図 1: E不定詞内格形のデータ考察結果 
 
 無主語の E 不定詞内格形が何を意味上の主語とするかは、不定詞および上位節の態、そ
して上位節の主語の有生性と密接な関係にあることがわかった。態については、受動形な
らば主語は明示されないので、E不定詞内格形が無主語で現れることに大きく関わるのは当
然と言えよう。 
 他方、上位節の主語の有生性については、慣用表現という例外を除いて、E 不定詞内格形
の意味上の主語と一致しない上位節の主語は、全て無生物であった。主節に無生物の主語
が含まれる場合、主節の主語と従属節の主語とは一致しない、という現象は他言語にもあ
ることだと思われる。不定詞の主語標示に、上位節の主語の有生性が大きく関わるという
結果は興味深い。 
 
5. おわりに 
 E不定詞内格形が無主語の場合、不定詞の意味上の主語が上位節の主語と一致するかどう
かを調べた結果、上位節の態と主語の有生性に着目すべきであることがわかった。E 不定詞
内格形は他の不定詞と異なり、受動形を形成することが可能であるなど、不定詞の中では
定形動詞に最も近い性質を持つ。さらに主語標示の頻度が高い。そのような性質を持つ E
不定詞内格形が無主語で現れる理由は、「不定詞あるいは上位節の動詞が受動形であるため、
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文法上主語が標示できない」、「不定詞の上位節が主語を明示しないタイプの構文である」、
「不定詞の上位節の主語が無生物である」という 3つに分けられる。 
 
略号一覧 
- ＝形態素境界 
./: ＝形態素内の意味境界 
1, 2, 3＝人称 
ADE＝接格 
AINF＝A不定詞 
ALL＝向格 
COMP＝比較級 
COND＝条件法 
EINF＝E 不定詞 
ELA＝出格 
ESS＝様格 
GEN＝属格 
ILL＝入格 
INE＝内格 
MAINF＝MA不定詞 
NEG.V＝否定動詞 
PAR＝分格 
PASS＝受動形 
PC＝小詞 
PL＝複数 
POSS＝所有接尾辞 
PR.PTCP＝現在分詞 
PST＝過去 
PST.PTCP＝過去分詞 
REL＝関係詞 
SG＝単数 
TRA＝変格 
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 The purpose of this study is to analyse the sentences that contain the E-infinitive 
inessive in Finnish. the E-infinitive inessive can mark own subject by the noun or the 
possessive suffix, but some do not have the subject. In this study, I judged the subject of 
the E-infinitive inessive on the corpus data. I clarified the conditions where the subject 
of the E-infinitive inessive is not marked, which is indicated on the following: 
 
- The E-infinitive inessive or the verb of main clause appear as passive form 
- The main clause of the E-infinitive inessive does not mark the subject clearly 
- The subject of the main clause which contains the E-infinitive inessive is inanimate 
 
 
 
